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ＶＣＡＶＣＡＶＣＡＶＣＡＶＣＡ①①①①①
　　　　　ＶＣＡは制御電圧でボリュームをコントロールするモ

ジュールです。　Arturia Moog
Modular V2ではステレオ出力のた
め最終的なアンプとして1 階部分
の右端に二つ用意されているもの
が本来のMoogのVCAに近いもので
すがMoogの902とはエンベロープ
ジェネレータの有無とパン機能の
有無が大きく異なります。
　このモジュールはADSRのエンベ
ロープジェネレーターを上部に
持っていますので最もシンプルな
パッチングではVCF からいきなり
このモジュールに入力しても何ら
差し障りはありません。中央から
下にかけては最終出力のための
セッティングができるようになっ
ています。その代表はPANつまみで
出力を左右の任意の位置に定位さ
せます。このPANつまみを左一杯と
右一杯に設定すると完全なステレ
オアンプになるわけです。
　このモジュールに対する制御入
力はINと書かれた所（何も接続さ

れていないときは豚の鼻を正面から見たような形で、何かが
接続されるとUFOを真上からみたような形）をクリックするこ
とで①Keyboard②Sequencer③LFO1④LFO2⑤Oscilletor⑥
VCA Envelope⑦Trigger Delay⑧External Sequenserの8つの
入力ソースから一つだけを選べるようになっています。さら
に①の鍵盤を選ぶとトリガーonとトリガーoff、鍵盤電圧１～
４などのアイテムが選べます。
　トリガーoffは聞き慣れないと思いますが、チェンバロのよ
うにタンジェントで弦を引っ掻くような発音原理のもので、
鍵盤を押し終えた時タンジェントがリセットされる「カサッ」
というような音をキーオフの時に鳴らすような使い方に用い
ることができます。パイプオルガンの「カッフィング」ノイズ
にも使えます。
　この最終アンプでは入力信号（音源）は一番下にあるそのモ
ジュールのレベルつまみの右上にVCA INと書かれたジャック

おんじょう

養老

最初から

�

に入力します。このVCA INという文字が画面では解像度の関
係とつまみの影で認識しづらいのですが一本だけ入力が許さ
れます。その左隣のジャックは表示がありませんが、制御電圧
の入力ジャックです。例えばここに鍵盤電圧を入力して、
ジャックのリングを左一杯のマイナス１にすると、鍵盤を弾
くと右に行くほど音量が小さくなるというコントロールも可
能です。ADRSの順に縦に並んだ4つのつまみの直ぐ下のSlope
というつまみの働きは9 0 2 にあったリニアとエクスポネン
シャルの切り替えを無段階にしたものです。
このモジュールの入力線は露出していますが、出力線は内部
で結線されているため露出していません。それは例えば鍵盤
ユニット中央付近にあるリモートコントローラと内部結線さ
れているようなものも含みます。（下図）

　このリモートコントローラは本体では回転式になっている
ADSRのつまみをスライド・ボリュームにして一層直視的にわか
るようになっています。当然ですがこのスライドを動かすと
本体のつまみもグルグルと回転します。また最終的なボ
リュームはたった一つのつまみで済むようになっています。
三つ並んだV C F のつまみは結線されているものだけが赤く点
灯しますが、そのつまみを回すと本体の対応するVCFのカット
オフポイントがクルクルと廻ります。Arturia Moog Modular V2
では赤く点灯するものと白く光るものがありますが白はグ
レーと区別が難しいのが難点です。中央のXY コントローラー
はジョイスティックのように２次元のパラメータを同時にコ
ントロールできます。このXとYのソースはボリュームとカッ
トオフとか任意に設定できますので大変便利です。コルグや
ローランドのキーボードのように実際に本物のジョイス
ティックがついているものでコントロールすることも不可能
ではありません。
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